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Iましがき

脊髄が痔痛の認知･制御機構において重要であることが認識され くも膜下腔に薬

を投与することによって,脊髄に直接作用させて鎮痛作用を得ようとする試みは,

オピオイドのみならず種々の薬でその有用性が確認されてきている｡脊髄くも膜下

腔た投与されたα2アゴニストは,脊髄後角のα2受容体に直接作用することから,

術後鎮痛はもとより,交感神経反射性痔殖やニューロバシックペイン等の難治性の

痔殖に対しての使用の有用性が各種動物実験の結果や諸外国での臨床経験から注目

を集めている｡同様にNMDA括抗萎も各種条件下での脊髄のSenSitizaticnに基づ

く清覚過敏状態やニューロパシックペイン,術後清等に対する有効性が示唆されて

いる｡しかし,これらの薬物をspinalanalgesicsとして使用する場合,脊髄や直接

くも膜下腔を介して種々の機能の中枢である脳幹部に作用することによる影響は未

だ充分に解明されているとは言いがたい｡この実験モデルは,我々の施設で独自に

開発したものであるが,生体顕微鏡下に脳･脊髄軟膜血管を血房voの状態で直接

観察する手技によって,NMDA括抗薬やα2アゴニストが脊髄くも瞑下腔に投与

された場合の,血管反応性からみた脳･脊髄への作用･安全性を検討することを目

的とする｡現在,すでに臨床で充分使用されている血管収締薬(フェニレフリン,

ェピネフリン)と比較することによって,脊髄局所でのα2アゴニストやNMm括

抗薬の安全性に関して,血流面から検討可能である｡

今回の科学研究費,基盤研究(C)(2)によるrNMDA括抗薬､α2作動薬による

脳･脊髄微小血管反応のウインドー法を用いた検討｣の研究成果報告書はこれらの

ことに基づいて,平成9年度から平成11年度の3年間にわたって行った成果である｡
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